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午前九時〇〇分開議

○議長（谷重幸君） おはようございます。

ただいまの出席議員数は９人です。定足数に達していますので、これから、本日の会議

を開きます。

本日の日程は、お手元に配付のとおりです。

日程第１ 一般質問を行います。

一般質問の順序は、お手元に配付のとおりです。

８番、森本議員の質問を許します。８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） おはようございます。８番、森本です。

１２月定例会に当たり議長の許可を得ましたので、通告に従いまして質問いたします。

吉原公園についての質問です。

現在の吉原公園の施設は、テニスコート２面、ゲートボール場２面、トイレ、水飲み場

などとなっています。平成７年に完成し、ほぼ２５年が経過しています。子どもの遊戯施

設等が縮小されつつきましたが、現在も活発に利用されています。

今般、施設の利用者の方々から、運動施設の状態が非常に悪い。使用に困難があるとの

声が寄せられています。過日の議員と区長会との懇談会にも出ていました。

テニスコートについては、Ａ、Ｂ２面の両コートともコート面は平面ではなく、全体に

傾斜があります。また、ゆがみもあります。また、２面ともコート内に広い面積を伴って

のくぼみが複数生じています。雨が上がった後にはくぼみに大量の雨水がたまり、なかな

か水は引かないので、水取りをしないと利用できません。また、人工芝のはがれや敷いた

土の偏りなども多々あります。

利用者の方からは、雨が降った後に使用するときはとりわけ大変なんだと。持参したポ

ンプも利用して、みんなで水取りの作業をしている。１時間程度かかっていることもある

などもお聞きします。この状況では正常なプレーがなかなかできません。それだけではな

くて、転倒やけが、足など体への負担なども心配されます。

ゲートボール場も同様で、ゆがみやくぼみがあります。とりわけＡコートのほうでは、

雨天後、中央部に大量の雨水がたまっている状態になります。このコート周辺にも深いへ

こみや周囲を覆っている金網の設備も上下にゆがんでいるところも多々見られます。

この施設は、住民のスポーツ振興を図って、生き生きとした生活づくりに寄与していま

す。同時に住民の健康増進を図っていることにもなり、非常に大切な役割を果たしていま

す。このような施設状況であっても、愛好者の方々は熱心に日々利用されています。それ

は、住民から高く期待されているからではないでしょうか。

そこで、運動施設を中心にして質問をさせていただきます。

１つ目に、施設の状況はどのように把握されていますか。

２つ目に、管理や点検についてはどのようにされてきましたか。

３つ目に、施設の機能を十分果たしていると言えますか、また、改修すべきではありま
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せんか。

４つ目に、使用料の減額や免除はどのような場合やときになりますか。

５つ目に、使用料の減額や免除すべきと考えますが、いかがですか。

昨日、同僚の議員からも質問がありまして、重なるとこもあるかも分かりませんが、答

弁をお願いいたします。

○議長（谷重幸君） 教育長。

○教育長（塩﨑善彦君） おはようございます。

ただいまの森本議員、吉原公園内の運動施設についてのご質問にお答えしたいと思いま

す。

まず、施設の状況はどのように把握されているかでございますが、議員ご指摘のとおり、

テニスコート両コートについては、くぼみ、ゆがみで傾斜がつき、コート面は波を打って

いる状況にあり、くぼみには雨水がたまる状況であることは把握しております。ゲートボ

ール場についても同じような状況と把握しております。

２つ目の、管理、点検はどのようにされましたかのご質問にお答えします。

職員が週１回点検し、施設の状況を把握しています。施設管理については、職員で実施

していますが、一部公園内の清掃・トイレの清掃をそれぞれ２団体に委託しています。

３つ目の、施設の機能を十分果たしていると言えますか。また、改修すべきではありま

せんかのご質問にお答えします。

これは龍神議員の答弁と重複いたしますが、ご了承ください。

テニスコートについては、平成７年に完成して以来、少しずつ陥没が進み、平成１６年

に不陸修正、人工芝の張り替え、排水溝等の工事を実施しましたが、すぐに陥没が起きた

と聞いております。また、平成２７年、令和元年には、陥没の影響で人工芝がめくれ、危

険であることから、その箇所の張り替えを実施しています。

ゲートボール場については、陥没箇所へ土を入れたりと、その都度、修繕を実施してお

ります。しかし、両施設とも現状は、陥没がひどくなり、コート面は波を打ち、雨が降る

と大きな水たまりもでき、利用者の皆さんにご迷惑をおかけしている状況であります。

このような状況を改善するには大規模な地盤改良が必要であり、その費用は多額になる

と聞いております。地盤改良を含む大規模改修工事をしなければ、抜本的な解決にならな

いことは重々承知していますが、当面は不良箇所の速やかな修繕に努め、少しでも利用者

の皆さんに満足していただけるよう取り組んでまいります。

４つ目の、使用料の減額や免除はどのような場合やときになりますかのご質問にお答え

します。

美浜町吉原公園設置及び管理に関する条例第１５条に、管理者は、特に必要と認めると

きは使用料を免除し、または減額することができると規定されています。特に必要と認め

るときとは、美浜町吉原公園管理規則第９条第２項第１号で、町内の社会教育団体が使用

するとき、全額または半額免除。第２号で、町外の学校・社会教育関係団体が主催する行
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事であって、町内の児童、生徒、社会教育関係団体が参加するとき、全額または半額免除。

第３号で、町外の学校・社会教育関係団体が主催する行事であって、その内容等について

管理者が美浜町の教育に寄与すると認めるとき、全額または半額免除。第４号で、使用団

体登録において、町民３０％以上５０％以下の者で構成された社会教育関係団体が使用す

るとき２５％免除。第５号で、その管理者において相当な事由があると認めるとき、全額

または半額免除と規定されています。この条例・規則に基づき申請があった場合に、使用

料を減額、もしくは免除しております。

５つ目の、使用料の減額や免除をすべきと考えますがいかがですかのご質問にお答えし

ます。

この条例・規則にそぐうものであれば、減額・免除すべきであると考えてございます。

以上で答弁とさせていただきます。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） それでは、再質問をお願いしたいんですけれども、今幾つかの答

弁いただきました中で関わっているんですけれども、美浜町のホームページで吉原公園の

施設状況の紹介があるんですけれども、それを見てみると、例えば、ゲートボール場は準

全天候型とあります。また、テニスコートについては全天候型のオムニコートという形で

紹介されています。テニスコートを中心にして話しますと、この全天候型オムニコートと

いうのであれば、雨天の場合でも、地面は水はけがよくて利用可能だということにもなろ

うかと思います。この水が大量にたまって使用できない状況というのは、機能を十分発揮

しているということで言えないと思うんですね。全天候型ととても言えないと。だからま

あ、実際にそういうものを貸し出すということの上に置いて、その状態が成り立っていな

いということに捉えられると思うんですけれども。

先日、この１０月にも雨が降った状態のときがありまして、そのときもどんな状態かと

いうことで、ちょっと写真も撮ってきてみたんですけれども、ちょっと見えにくいかと思

うんですけれども、例えば、これはテニスコートのＡ面のほうですけれども、これについ

て見ると、もう片面がもうまるっきり水たまりの状態になるんですね。Ｂコート、もう一

面のほうも、片面の広範の部分がまるっきり水でたまって、反面のほうも水がたまった状

態というか、薄く全体に広がったような状態で、やっぱりこういう状態になるんですね。

なかなかやっぱり水が引かないという状態が起きているわけです。これがＢコートの場合

なんですけども。このときの雨も、そんなに大量でざーっと降ったような状態とは思えな

かったんですけれども、その夜中に、朝方かな、ちょっと降った形のものでありましたけ

れども、足の深いところやったらくるぶしぐらいまで来る状態やったと思います。

そこからこれはゲートボール場なんですけれども、２面あるうちのやっぱり西側のＡコ

ートのほうでは非常に深く水がたまったような、全体を覆ったような状態にやっぱりなっ

ています。

やはりまあ、天候にも随分と左右されますけれどもね、今年については、雨の長かった
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ときもありましたし、５月、６月あたりでも、そういうふうな状態にあったかと思うんで

すけれども、そういう中ででも利用者の方は、やっぱり使える範囲の中でしっかりと日常

の登録された形の中で活動していきたいということで、随分と利用されているわけですよ

ね。

そういう状態を踏まえてなんですけれども、そういうような形は、もう既に回答の中で

ありましたように存じられているということで、一定これまでの期間の中で、やっぱりこ

のような状況があって、一定修正もされてきたということなんですけれども、やはりこの

状態をずっと続けていくというのはやはり大きな課題やと思うわけですね。

それでまあ、質問なんですけれども、１つは、週１回点検されているということである

んですけれども、やっぱりこのような、例えば、雨がたまった状態のときね、まるっきり

使えない状態ということもあるかと。まあでも、カスの中で、ゆがんだ状態でも使える状

態にしたいということで、利用される皆さんが水を取られているというふうなことをお聞

きする中でですけれども、このような雨がたまった状態のときなどの管理というのはどの

ようにされているのかということと、また、利用者さんへの対応はどういうふうにされて

いるのかということはお聞きしたいところです。

２つ目に、先日の龍神議員の質問がされていましたですけれども、この改修をするのに

大規模改修ということで多額な費用するとありましてですね、その中で、龍神議員の質問

の中で大体幾らぐらいだというふうなことも回答がありましたですけれども、より安価で

しっかりした工法で、それをできるだけ金額を低くできるような状態ということも踏まえ

て検討もされたものなんだろうか。そういうふうなことをしっかりと検討してもええんじ

ゃないかなと思うんですけれども、その点についてちょっとお聞きしたい。

それから、３つ目ですけれども、使用料の請求についてお伺いしたいと思うんですけれ

どもね、貸し出す側としたら、本来やっぱりその施設の状態をきっちりしておいて、機能

が十分果たされるような形で提供するというのが本来の姿であると思うし、それが我々管

理者としての責任ではないかなと思うんです。今のこの状態というのは、その機能を十分

僕は保っていないと考えるわけです。その使用料の請求というのは、やはりきちっとそう

いうふうな状態が保ってて、それで貸し出すことができると。その上で利用されて使用請

求できるんちゃうかなと、そんなに思うんですよ。このような状態やったらね、使用料の

請求にやっぱり至らないと、僕は考えるんですけれども、先ほどの回答では、減額や免除

については条例・規則に沿うものであったら減額免除すべきであると回答いただいたんで

すけれども、この中でありましたが、特に必要と認めるときは使用料を免除し、また減額

することができると。使用規則の中でも同様な形で回答がありましたが、相当な事由があ

るときというふうにまあ言われているわけですけれども、本来ね、僕は住民サービスとし

て、この使用についてはぜひとも無料にすべきやないかなと。少なくとも町民の方が使う

ところでは、利用するところでは無料にすべきではないかなというふうに思うわけですけ

れども、今回のこの施設の状況に関わって、この使用料については、この規則に沿っての
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っとってみたとき、やっぱりその検討ができるんちゃうかと思うんですが、本当に減額を、

または免除するという形の検討する余地はないのかどうかということで、そのことについ

て伺いたいと。検討すべきではないかと思うのですが、いかがか答弁を求めたいと思うん

です。

改めて３つの点です。

１つは、週１回の点検の中で、このような雨がたまった状態のときにどのような形で管

理されているのかということと、利用者さんへの対応はどうなっているのか。

２つ目には、その改修による費用について、十分と検討されて出されたものなのかと。

それから、３つ目には、使用料請求について検討する余地はないのかと。ぜひとも検討

すべきではないかということで、その３点についてお伺いしたいと思います。

○議長（谷重幸君） 教育長。

○教育長（塩﨑善彦君） ただいまのご質問についてでございますが、まず、その１番目

の、例えば雨水がたまったような状況、あるいは施設の管理という面に関連してでござい

ます。

施設の管理というのは、職員が週に１回目視ということで、コートを含めていろんな施

設について異常がないかということの点検も含めてということになるわけでございますが、

雨の降った後、雨水がたまっている。その後ですけれども、じゃ、その水抜きをするかと

いうことについては、申し訳ないんですけれども、そこまではしていないというのが実態

でございます。ですから、その使用する現状では、使用する団体が使用する前にそういう

水を除去してというんですか、そういうような形で使っていただいているということは把

握しているところでございますが、それ以上の対策は、現在のところは取れていないとい

うのが実態でございます。

ただ、このことについて、それでは、じゃ、もう貸し出すに値する機能を有していない

と。その中でも利用をしていただいているということなんですけれども、これ、その機能

を有していないから、じゃ、もう一旦閉鎖するというようなことにしてしまいますと、逆

に、その施設が全く利用できないという状況をつくり出してしまうということにもなって

しまうという中で、本当に申し訳ないというところはあるんですけれども、現状の中、改

善をしながらご不便をおかけしながらも利用していただいていると、そういうところでご

ざいます。

ですから、議員おっしゃいますように、機能を有していないというところがちょっとつ

らい、本当につらいところではあるんです。あるんですけれども、できるだけ開放してい

きたいという中で、利用者の方にもその施設の維持管理という、例えば水抜き等をしてい

ただきながら利用していただいている。そういうのが実態であるかと思います。ちょっと

答弁なったかどうか分からないんですけれども、管理については以上のような状況です。

○議長（谷重幸君） 教育課長。

○教育課長（太田康之君） ２つ目のいろいろ改修、安く上がるような改修が検討したの
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か、研究したのかというようなところなんですが、いろいろと過去の例から言いますと、

不陸修正とかいう上っ面だけの地盤改良というんですか、そういうようなところの改良は

してきました。でも、この施設の状況、地盤が相当悪いのかということで、すぐにまた陥

没が始まったということで、なかなか龍神議員の答弁と一緒なんですが、抜本的な対策を

するということになると、大規模改修しか仕方がないのかなという考えを持っております。

それと、町長の答弁にもありましたように、この施設を何らかのいい補助事業があれば、

あるいは、場所を移転というような方法も考えていきたいというふうに私どもは思ってお

ります。

それと、最後の使用料の減免の関係なんですが、施設利用者がポンプを利用して、例え

ば１時間、水を取るために作業したというような状況になったときに関しては、全部全額

免除というわけにはいきませんけれども、そのしていただいたその作業の費用分に関して

は減免の対象にしていければなというように考えております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） 再々質問ということにさせていただくんですけれども、今、答弁

いただいた中で、改修は大規模にわたるから、随分と大きな金額になる。一応、でも、し

っかりと検討を深くまでまだされてはないような状況では思うんですけれども、今後の方

向としても、一点まあ町長答弁も含めて、それ聞いたわけですけれども、その使用請求に

ついても、一定の今の形で減額の対象として検討される余地があるということで伺いまし

た。その分について、ぜひとも更に進めてもらって考えてもらえたらなと思うんですけれ

ども、一つは、当面この不良な箇所の修繕に努めていくということでありました。一定改

善、本格的に改善するか、またはほかのとこを探しながら行くということなんですけれど

も、やはりある程度の大体のめどというんですか、どこまで進めていくかというのはある

べきではないかなと思うんですけれども、その辺についての見解を伺いたいなと思います。

○議長（谷重幸君） 教育長。

○教育長（塩﨑善彦君） ただいまのご質問でございます。

大体のめど、これも本当に行政というんですか、進めていく上では、そのスケジュール

感、これは必要であるというのは、これはもう重々認識はしておるわけでございますけれ

ども、当面ということで申しますと、先ほど答弁もさせていただきましたように、現状、

それをできる限り修繕、繰り返しながら使用していくと。そして、ただ、それをしていく

だけでも繰り返しになりますので、将来的にはということしか、今はお答えできないんで

すけれども、と言いますのは、用地のこと。それから、新しく造るとなれば、その予算を

どう確保するか。そういうことも含めまして、まだまだ検討をしていかなければならない

段階でございますので、ちょっとそのスケジュールということについては、今のところ確

定していないていう、お示しすることができないていうのが現状でございます。

以上です。
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○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） 質問ではありませんけれども、次の質問には移りたいということ

なんですが、ともかく、でもしばらくこの状態が続くわけですから、ぜひともその場その

場の対応を素早くしていただいて、住民さんにできるだけ苦労かけないような形で対応し

てぜひともいっていただきたいなということを求めまして、次の質問に移らせていただき

たいと思います。

さて、２つ目の質問です。県立高等学校の再編計画についてであります。

今年８月に、第６期のきのくに教育審議会が、「これからの県立高等学校の在り方につ

いて」ということで、和歌山県教育委員会に答申をしました。答申を受けて、和歌山県の

教育委員会は、年内にも具体的な高校廃止、統合、学科の再編等を策定しようとしていま

す。進め方として、地域や住民にはほとんど知らされないまま進んでいるのが実態ではな

いかと。地域の子どもたちにとっては非常に人生に大きな影響を与えることでもあります。

高校教育を健全に保障していく上にとっても非常に心配なこととしてあります。

審議会は、さらなる生徒数減少への対応、また、高等学校の充実と、これを大きな柱と

してまとめたと聞いています。

答申の主な提言についてですが、和歌山県を４つのエリアに分けると。エリアごとに高

等学校の廃止や統合を進める。全体として、今後１５年間に現在の２９校から２０校程度

に削減すると柱はなっています。

この４つのエリアについては、伊都・那賀地方を中心とした紀北、それから和歌山市、

海草、有田、そして日高までの範囲を含めた紀中、そして、田辺市、その周辺、串本、新

宮市とその周辺、南全体を捉えて紀南と、そういう４つの地域にしています。

美浜町は、この紀中エリアに含まれていますが、海南市、海草郡から御坊市日高郡まで

と非常に広範囲に及びます。その中に、普通科高校３校、普通科と専門学科の併設校、総

合学科と専門学科の併設校のように再編すべきだというふうにしています。御坊市日高郡

内の学校数の削減も否定できません。進路選択肢の減少とか、さらなる遠距離通学なども

懸念されてきます。

廃校となった高校に特別支援高校の設置や１学級３０人程度の編成、また、通学バスの

運行することなども提案はされています。しかし、県立高校の現在の校数から３分の２程

度に減らすということが大前提になっています。

県の教育委員会は、これまでも再編を高校については進めてきました。この近年では、

串本高校の古座校舎を廃止するとか、和歌山西高校を和歌山北高校に統合する。また、大

成高校を海南高校に統合するなども進めてきました。

今回の内容は、今まで以上に大きな影響を予想することができます。とりわけ美浜町の

子どもたちにも直接係ってくる問題でもあります。

高校大幅削減の大きな理由は、生徒数の減少としています。しかし、減少する中で、高

校生に充実した高校の環境を提供すると、教育の目的を果たすというのであったら、学校
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廃止ではなくて、この少人数学級とか学級規模の縮小を行うということで対応ができると

考えます。

今、教育環境の充実改善で求められているのは、小・中・高校とも校種問わず学級定員

数の縮小とか、少人数学級の設置、教職員の増員ではないかと思います。このことは一点

文部科学省も認めているところです。

この審議会答申を受けて、和歌山県の教育委員会は年内にも具体的計画を発表して進め

ていこうとしていました。

そこで質問なんですけれども、ちょっとここ数日の中で報道等で出されたことがありま

して、若干の変化が起こっているようなんですけれども、通告に従いまして質問させてい

ただきます。

１つ目は、この答申をどのように捉えられていますか。

２つ目に、様々な説明会があったんですけれども、説明会は、この御坊日高郡内ではあ

りませんでした。この地域でも住民の方や関係者への説明会をするよう、和歌山県の教育

委員会に求めるべきではありませんか。

以上、２点についてお伺いをします。

○議長（谷重幸君） 教育長。

○教育長（塩﨑善彦君） 森本議員の２点目、県立高校の再編計画について、この答申を

どのように捉えているかについてのご質問にお答えします。

県立高校再編の経緯につきましては、平成１７年５月に示された県立高等学校再編整備

計画では、全日制高等学校の適正規模を４０人学級で、１学年当たり４学級から８学級を

基本とするとし、それに基づいて平成１８年度から段階的に進めてきたと承知しています。

さらに、平成２８年４月に策定、公表された県立高等学校再編整備基本方針は、統廃合

を画一的に進めるものでないとしながらも、将来適正規模の維持が困難なこととなること

が見込まれる高等学校にあっては統廃合を進めるとし、統廃合についての方向性をより明

確に打ち出した内容となっています。

さらには、去る８月に第６期きのくに教育審議会が、「これからの県立高校の在り方に

ついて」を答申しました。この答申は、副題を「高等学校が地域とともに持続可能な存在

であるために」として、５項目の内容で構成されています。

その中で、注目しなければならないのが、それまで１学年４学級から８学級とされてい

た学校の適正規模が、１学年６学級程度に変更されたことと、「県内各地域の状況に応じ

た高等学校の在り方」で１５年後をめどとし、統廃合についてより具体的に示されたこと

です。

議員もご指摘されておりますが、確認のために、その内容について触れさせていただき

ます。

海草、有田、日高地域が属する紀中エリアでは、適正規模程度の普通科高校３校を各地

域に整備し、ほかに普通科と専門学科を併設した高等学校や総合学科と併設した高等学校
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に再編整備すべきであるとなっています。

また、答申では、生徒数減少により１学年４学級以下の県立高校が全体の３分の１を超

えるという現状があり、現在の学校数を１５年後まで維持すれば、約７割の学校が４学級

以下になると予想されています。４学級以下では教職員数が限られるため、専門的な授業

を開講できなくなる場合も生じ、高等学校教育の質を維持できなくなり、部活や学校行事

の制約も大きくなる等の要因から、高等学校には一定規模が必要であるとの考え方には妥

当性があるとしています。

そこで、議員ご質問の、この答申への私の捉え方ですが、答申の内容は理解できないこ

とはないですが、当地方において、日高高校は中高一貫校を併設した普通科高校、紀央館

高校は普通科と工業系専門学科を併設した高校、南部高校は普通科と県下で２校しかない

農業系専門学科を併設した高校であり、各校特色を生かした教育がなされており、和高専

を含めて、本町の中学生は幅広い進路選択ができており、高校教育の選択と機会の確保が

できている実態があると思います。

したがいまして、統合の話には全く耳を貸さないというわけではありませんが、本町の

子ども達の進路選択の保障と地域の活力維持の観点から、将来的には統合が避けられない

状況になった場合にあっても、地元の意向を尊重し、拙速に推し進めることのないように

していただきたいと強く望むものです。

続いて２つ目の、住民や関係者への説明会を求めるべきでないかのご質問にお答えいた

します。

答弁に入ります前に、１点おわびしなければならないことがございます。

森本議員から通告のありました質問に対する答弁書を県教育委員会や県議会の情報を収

集し、作成しました。ところが、一昨日の午後になって急転直下といいますか、このご質

問に関連する県教育委員会の方針が大きく変わりました。当然のことながら答弁の内容も

変わるわけでございますが、最新の動向につきましては、答弁の最後でお答えさせていた

だきます。

それでは、答弁に入ります。

過日の県議会の宮崎県教育長の答弁にもありましたが、答申が出て以降、５会場で地方

別懇談会、２０を超える会場で個別懇談会が開催され、合わせて１，０００名を超える参

加があったということです。

地方別懇談会は、答申にある４つのエリアごとに開催されました。ただし、紀南エリア

については西牟婁、東牟婁の２会場で開催されたため、５会場となっています。紀中エリ

アは１０月７日に有田川町の吉備ドームで開催されました。地方別懇談会の後、要望を受

けて、１１月末までの間に、先に申し上げましたように約２０会場で個別懇談会が開催さ

れたようです。現在はそれらの意見を集約し、実施プログラム案の作成に入っている段階

だと思います。

したがいまして、説明を求める時期は既に過ぎており、今後は実施プログラム案に対し、
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パブリックコメントを募集することになると思いますので、意見がある場合はその機会を

活用して意見を上げていくようになります。というのが、作成時点での中身でございます。

ところが、変更があったと言いますのは、年内に提示するとしていた再編実施プログラ

ム（案）のスケジュールを白紙に戻し、県教育委員会主催でこの問題に対する懇談会を１

月中に県立高校２９校を会場に開催するということになりました。

なお、日程等、具体的な懇談会の開催要項は今月２１日に提示するということです。と

いうことで、この部分に関連する答弁を訂正させていただきたく存じます。ご迷惑をおか

けしましたことをおわび申し上げまして、森本議員の高校再編計画についてのご質問に対

する答弁とさせていただきます。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） 新しい情勢についても語っていただきました。私も報道で３紙報

道の内容を読ませていただく中で、今、和歌山県教育委員会の姿勢の変更があったという

ことは知ることになりましたが、具体的な日程のところまで今分かりませんでしたので、

若干報告いただいたので、ありがとうございます。

ただ、やはり基本的な、ただ答申として出した方向性というのは、まだあることになり

ますね。さらに、県で全体で２９校を２０校にするということの方向なんですね。この有

田からこの紀中エリアで考えてみたら、現在分校は置いたとして、７校ほどあるわけです。

それが５校という形になっていくかなと、このままであればですね。やはりそれだけ校数

が減るということは、非常に大きな出来事であるかと思うんですね。そのような中で、今

の進め方について問題があるやろうということで質問させていただいたわけです。

今の答弁でありました中では、進め方として、もう少し懇談会開いていくということで

ありますけれども、その上で質問があるわけですけれども、基本的には、でも報道という

形で私らとか知る中です。実際にそういうふうな状況になったときに影響を受けるのは住

民ということになります。このような大事なことが、しかし、なかなかそういった報道と

いう形でだけでしか知らされていかないということについては、やっぱりまだまだ課題が

あると思うんです。住民に対してしっかりと今どのようなことが進んでいるのか、そのこ

とをやっぱり知らせていくというのが一つ大事かなと思っているんです。

この広報等で、和歌山県教育委員会が幾つかの会場をさらにこれから開いて求めるとい

うことでありますけれども、そういった情報とか、それからこの答申の内容とか、それを

やはり直接影響を受けていくそこの皆さんに、その情報を今後の地域の教育を責任を持っ

ているところの団体として、広報等で説明をしたり、情報を知らせていくということがや

っぱり必要ではないかなと思うんです。そういうふうなことをやっていくというふうなこ

とについて見解を伺いたいというのが１つです。

２つ目に、この質問をするに当たりまして、やはり美浜町の住んでいる人たちにとって

すごい影響があることに関わって、進めることに関わって教育委員会自身が自らそれを住

民に知らせるとか、それについてこの地域の様子を伝えていくとか、そういうふうな積極
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的な方向性というのが僕は必要だったんちゃうかと思うんです。今まで最初の答弁から察

するわけですけれども、ちょっと遅れてという形で進められていると思うんですけれども、

大きな問題を和歌山県全体が進めようとしているのでありますから、それを教育委員会と

してしっかりと状況がどうなっていくんか、または、この地域の状況を伝えるということ

が積極的には必要なことではないかと思うんです。

そういう上でお聞きしたいのは、計画されていく、和歌山県が開いていくこの懇談会で

すけれども、なかなかこのコロナ禍の中でもありますし、小さな場所で決まった形で、ま

だまだ分かりませんけれども、少なくともこの地域住民の、美浜町の中でこのような説明

会という、またはその住民が思っていることを情報を教育委員会自身が積極的に集めて、

そして、和歌山県の教育委員会のほうに紹介して、伝えていくということが僕は要るので

はないかと思うんです。

そこで、この町内で、そんな答申の紹介とか、皆さんが思っている悩み不安を聞く会と

いうのを、そういうのを和歌山県の教育委員会に持っていくというふうな上の意味合いで

開いてはいかがかなと思うんです。その点について、ちょっと見解を伺いたいと。

だから、２つです。１つは、やっぱり情報をしっかりと町民の人に知らせていくべきで

ないか。２つ目に、今のこのような進んでいることに対しての説明と、声を聞くというふ

うな会をこの美浜町の中でも持つべきではないか、その点について２つお伺いしたいと思

います。

○議長（谷重幸君） 教育長。

○教育長（塩﨑善彦君） ただいまのご質問でございますが、情報の開示というんですか、

速やかなという、その点につきましては、私も同感でございます。ただ、教育委員会とい

いますか、行政にもこういう情報伝わってきますのは、恐らくなんですけれども、これは

県のほうで記者発表と同時に各地方の教育委員会にも回ってくるということになります。

ですから、私どもも報道関係から情報を得るのが早いケースも多々あります。今回のこと

につきましても、そういうようなことがあるということです。先に各地方の教育委員会が

情報を得るというのは、大体の場合においてないというのが現実でございます。ただ、そ

のことにつきましては、異議、先に伝えてくれというケースケースによっては、これやっ

ぱり先に知りたかったというようなことは、その都度都度伝えていることでもあるんです

けれども、現実はそういうような状況であります。

ただ、やっぱり風通しがよいというのは大事やと思いますので、この点につきましては、

機会あるごとに伝えていきたいというふうに思います。

それから、この問題に対して、町民の方、町単位での説明会を開くべきではないかとい

う、そういうことかと思うんですけれども、これは、いろんな考え方があるかと思うんで

すけれども、ちょっと町単位というのは、私は物理的にも無理、困難ではないかなと思い

ます。ちなみに、今度は日高高校、それから紀央館高校で、１月中に、先ほど申し上げま

したように、まだ詳しい日程は出ていないんですけれども、開催されます。その参加対象
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というんですか、どんな方に参加してほしいというのが県からも示されているわけなんで

すけれども、それは学校関係者、小・中学校も含む、もっと言えば保育園、幼稚園も含む

ということになります。それと、ＰＴＡ、あるいはＯＢ、同窓会の方、それから、各地域

に設置しております学校運営協議会のメンバー等、それから、参加を希望する地域住民と

いうことで、参加の対象枠というんですか、それを目いっぱい広げた形で参加できるとい

うことになっておりますので、その機会を利用していただきたいというのが、今考えてい

るところでございます。

これも、今考えている自体、状態といいますのは、この高校単位の説明会を、懇談会を

開くという情報はつい最近入ったばかりですので、また今後、状況を見ながら各市町でも

ということに動いていくかも分からないんですけれども、現在のところは、各市町で開い

てほしいという要望を上げていくには至らないというふうに、私自身は考えているところ

です。

それから、２番目だったですかね、この答申に対して、教育委員会としてこの地域の状

況をもっと伝えるべきであったのではないかということでございますが、その点につきま

しては、しっかりできていなかったということはおわびしたいというふうに思います。

ただ、伝える機会が全くなかったかということになりますと、定例の教育長会というの

が月１回開かれております。その中には、県の教育委員会からも何人かが出席してござい

ます。その中では、このことに対して疑問というんですか、意見を申し上げたことはあり

ますが、それは会議の中で申し上げたことで、正式にこうこうという形での要望というん

ですか、それはしたことがないということなんですけれども、月に１回なんですけれども、

そういう形での懇談というんですか、情報交換というのはしているというのが実態でござ

います。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） ８番です。

今の姿勢として、できるだけ伝えていきたいということと、それから、情報がなかなか

一方的な形で県から入ってくるのは、どうしても遅れるということですけれども、今後の

姿勢として、県の行動を待ってから動くというのではなくて、できるだけこれからの行動

として、より先手を取ったような形で住民の声をまとめていって、それで進めていってい

ただけたらなという希望を申し上げたいと思うんです。

答弁の中で、拙速に推し進めることのないようにしていただきたいと強く望むと、力強

いお言葉もいただいてありました。ぜひともそのような形で住民の声をしっかりと届けて

いただく行動を取っていただけたらなというふうにここでは求めまして、この件について

の質問を終わりたいと思います。

○議長（谷重幸君） しばらく休憩します。

再開は１０時１５分です。
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午前九時五十五分休憩

―――・―――

午前十時十五分再開

○議長（谷重幸君） 再開します。

９番、繁田議員の質問を許します。９番、繁田議員。

○９番（繁田拓治君） 最後になりました、通告に従って質問をさせていただきます。

まず１点目ですが、学校教育について。

昨年度末から、約３か月間の臨時休業措置による遅れを取り戻すべく学校生活が始まり、

２学期が終わろうとしています。今年ほど予測がつかなかった年はなかったのではないで

しょうか。学校行事を見ても、昨年度末から臨時休業措置により学年末に授業ができず、

卒業式が予定どおりできなかったり、始業式、入学式、運動会、修学旅行、各種大会等の

行事の中止や見直しを余儀なくされたり大変でした。毎年恒例に行われていたことが恒例

でなくなりました。そこで、以下５点について質問をします。

まず、１つ目、臨時休業措置による学習の遅れを夏季休暇の短縮、行事の精選等で取り

戻せたかに見えますが、現状はいかがですか。それと今後の見通しは。

２つ目、夏休みの短縮と猛暑でエアコンの電気料金がかさんだと思われますが、使用状

況は。

３つ目、マスクの使用方法について。

４つ目、今後の行事等の見通しは。

５つ目、中学校の部活動の活動状況は。

以上、よろしくお願いします。

○議長（谷重幸君） 教育長。

○教育長（塩﨑善彦君） 繁田議員の１点目、学校教育についての臨時休業措置による学

習の遅れの回復度はについてのご質問にお答えします。

小・中学校における授業の進捗状況は、１学期終了時点では通常時の１学期の指導計画

を達成できていない教科や学年があるという報告を受けていましたが、議員ご承知のよう

に夏季休業期間を短縮し、２学期の開始を８月17日とし、授業日数、授業時数確保の対策

をしてまいりました。その結果、町内各小・中学校とも８月末日で計画した１学期の学習

内容はほぼ達成できたということでした。そのことから、児童・生徒や指導する先生方に

も大きな負担をかけましたが、８月末までに臨時休業による遅れはほぼ取り戻せたと言え

ると考えます。９月以降は、修学旅行をはじめとする学校行事や体験活動、社会見学等も

感染に十分注意しながら実施しました。ただし、教科によっては感染リスクの低減対策を

取ることが困難なため実施できていない活動があります。例えば、中学校では２年生が職

業体験学習を各事業所の皆さんにご協力をいただいて実施してきましたが、この活動は実

施を断念しました。また、外部講師を招聘する授業については、実施できないことが多い

という報告を受けています。また、学校開放に関わる行事、例えば授業参観や学習発表会
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は密になることを避けられないと判断し、実施を見送りました。

ところで、９月の定例会でもお答えいたしましたように、子どもたちの学びを保障する

という観点から申しますと、授業時数を回復し、年間指導計画を達成したことでよしとは

言えないと考えます。授業を通して何がどのような形で身についたかという学習成果に注

目し、それを保障していくということを大切にしていかなければならないと考えます。そ

ういうことも含め、今年度の学習内容を来年度に積み残すことのないように各学校で取り

組む所存でございます。

２つ目のエアコンの電気料金についてのご質問にお答えします。

７月分から９月分、使用期間は６月19日から９月18日の３か月分電気料金で、令和元年

度と令和２年度を比較した場合、松原小学校については令和元年度が４６０，０３８円、

令和２年度が５４２，２５２円、増加率は１７．８７％。和田小学校については令和元年

度が４１８，１３９円、令和２年度が５５９，５４２円、増加率は３３．８２％。松洋中

学校については令和元年度が１，１４９，２５６円、令和２年度が１，１９１，７２４円、

増加率は３．７０％となっています。各学校においては、天候等に応じ適宜エアコンを使

用しております。電気料金の増加については、議員ご指摘のとおり夏休みの短縮と猛暑が

原因かと思われます。また、新型コロナウイルス感染症対策で換気を徹底したことによる

影響もあったと考えられます。

３つ目のご質問、マスクの使用方法についてにお答えします。

町内の小・中学校では、臨時休業中に設けた登校日からマスクを着用して登校するよう

に指導してまいりました。当初は、マスクの確保が困難な状況にありましたが、保護者の

皆様等のご協力もあり大きな混乱もなくマスクをつけての学校生活をスタートさせました。

感染予防に一定の効果があるとされるマスクですが、子どもたちの学校生活においては着

用が困難な場面や着用を控えたほうがよい場面もございます。６月の学校再開後は、熱中

症も懸念されました。そこで、文部科学省の学校の新しい生活様式なども参考にしながら、

登下校、体育の時間等に運動するとき、休憩時間に運動場で遊ぶときはマスクを外しても

よいというルールを設け現在も継続しております。また、給食や楽器の演奏などマスクを

外さなければならない場面などにおいては、できる限り距離を取り、会話を控えるよう指

導してまいりました。最近の全国的な感染状況から、今後もマスクをつけての学校生活を

継続せざるを得ないと考えています。一日も早くマスクを外した本来の学校生活が戻るよ

うに願っております。

４つ目のご質問、今後の行事等の見通しはについてお答えいたします。

コロナ禍において、学校では様々な行事や教育活動について見直しを余儀なくされまし

た。このような中、２学期には実施方法を見直し、感染予防策を講じた上で運動会や修学

旅行、マラソン大会といった行事を実施してまいりました。

さて、議員ご質問の今後の学校行事の見通しについてでございますが、各学校において

は３学期の主な行事は可能な限り実施する方向で検討しているところであります。具体的
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には、小学校の授業参観、お別れ遠足、卒業式、中学校の百人一首大会、卒業式などでご

ざいます。例年中学校２年で実施している大阪での都市体験については実施困難であると

判断し、現在代替行事について検討していると聞いております。また、外部の方と交流す

る活動等については、より慎重に判断していく必要があると考えております。

いずれの行事におきましても、地域の感染状況を考慮しながらその都度実施の判断をし

ていくことになります。場合によっては、直前にやむなく中止とする場合もございます。

また、実施する場合におきましても感染予防を講じる必要があることから、例年とは違う

形になる行事もございます。学校行事を通してしか学べないこともたくさんあるという観

点で、校長には感染対策には細心の注意を払いながらもできない理由を探すよりもできる

方法を考えるという視点に立って学校運営に当たっていただきたいとお願いしているとこ

ろです。

３学期は子どもたちにとって１年を締めくくる大切な学期であります。このような状況

ではございますが、子どもたちにとって充実した学校生活となるよう取り組んでまいりた

いと考えております。

５つ目のご質問、中学校の部活動の活動状況は、についてお答えいたします。

本年３月から５月の臨時休業期間においては、中学校部活動についても活動停止を余儀

なくされました。６月の学校再開に併せて部活動も再開し、現在は感染予防に留意しなが

らほぼ通常どおりの活動を行っている状況でございます。９月には、運動部が新人戦に出

場し、それぞれの部が健闘したとの報告を受けております。同じく９月には、吹奏楽部が

定期演奏会を開催いたしました。また、１１月には駅伝部が県大会及び郡大会に出場しま

した。

今後も感染予防や生徒の健康状態に留意しながら活動を続けてまいります。

以上で答弁とさせていただきます。

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。

○９番（繁田拓治君） 再質問を行います。

まず１つ目の学習の遅れでありますけれども、９月議会で教科書の遅れはほとんど取り

戻せているということを聞いておりました。通常の授業ではなく、いつ臨時休業措置が取

られるか分からない中で、集中的に詰め込んで行ったようなところもあるんじゃないかと

思われます。個々に時間のかかる子どももありますし、もっと先でないと結果が分からな

い部分もあるんじゃないかと思われますが、そこら辺はいかがですか。

それと、現場の先生の苦労というのは大変であったと、担任等は思います。この答弁書

で、授業時数を回復し、年間指導計画を達成したことでよしとは言えないと。急に詰め込

んだものですから、授業を通して何がどのような形で身についたか学習成果に注目し、そ

れを保障していきたいとありますけれども、これは現場に対してどのような指示をされて

おりますか。

それから、２番目のエアコンの電気料金の部分ですけれども、昨年と比べての増加率を
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載せてくれておりますが、松原小学校では１７％以上の増と。和田小学校では３３％以上

の増と。それから、中学校では３％の増となっております。和田小学校えらい多いように

見えますけれども、前々から和田小学校の北側の教室が物すごい暑いんですよ、あそこ。

そんなんで電気料金がかさんだんじゃないかと思われます。それで、この料金だけでなく

子どもたちがよりよく教育活動ができ、効果が上がるような環境で行っていただけたらと

思っております。また、家に帰るとエアコンがあって快適な生活を子どもたちはしている

子が多いので、学校で暑い目というわけにもいきませんし、そこら辺も兼ね合わせてひと

つ考えてほしいと思います。

そして、このエアコンとか、これからまた暖房もありますけれども、使用する場合にデ

マンドってあるんですかね。一定の限度を超えると基本料金がぐいっと上がると。それを

守るために夏も現場では大変であったということを聞いておるんですけれども。これから

また冬もこれからまた寒くなってきますし、換気で窓を開けたりしたりして、かなりかけ

ないかんということにもなろうかと思いますけれども。冷房と暖房はどちらが電気料金食

うんか分かりませんが、デマンドというのは１段上げるとどれぐらいの金額が上がるんで

すかね、あれ。ちょっと言うときゃよかったんやけれども、もし分かればお願いします。

それと、これ上げたときに学校の予算がかさんできますので、あとの教育予算をもし上

げて、その分カットするということのないようにしていただけたらと思うんですけれども。

ほいてまあ、このコロナウイルスの対策で３密が言われておりますんで、寒くなってき

ましたし、ほいて、夏やったらなんですけれども、教室内の換気も必要と言われておりま

すんで、暖房でもかなり使うんじゃないかと。今後のこの暖房についてはどういう指示を

されておるのか。

それと、この３つ目のマスクですけれども、この答弁書を今追加で聞かせていただきま

したけれども、マスクをつけて登校せえと。しかし、最近では登下校時、体育の時間に運

動するとき、休憩時間に運動場で、外で遊ぶときはマスクを外してもいいと、こういうこ

とに学校ではなっておると聞きますけれども、しかし、朝、私ボランティアで交通指導で

立っておったりするときあるんですけれども、１人で歩いてくるのにマスクかんかんにし

て歩いてくる子がかなりあるんですよ。１人のときはもう要らんの違うかいなとは自分で

は思うんですけれどもね、自分の吐いた息、二酸化炭素をまた吸い込みながらの格好にな

ってきますので、そこら辺は小さい子ども、顎マスクでもいいんやないかと思うんですけ

れども、小学生なんかそこらのめり張りが難しいと思いますけれども、そこら辺はどのよ

うに考えておられますか。

まず、以上で。

○議長（谷重幸君） 教育長。

○教育長（塩﨑善彦君） 繁田議員のただいまのご質問にお答えします。

議員おっしゃられるように、今の学校の子どもたちの臨時休業になったあるいはその後

の期間、この取組についての結果というのは本当に、今現れるものではなくて２年後、３
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年後になるかも分かりません。そのときに検証して、やっぱりこの課題というのはあのと

きやったんかなあと、いうようなこともないとは言えないというふうに考えております。

ただ、学校現場においては今の目の前の子どもたち、目の前の教育をどうするかという、

その中で最善の方法を探って取り組んでいただいているということになるかと思います。

ということで、現場に対しての先生方の指示ということでございます。先ほども言いまし

たように、決められたとおり授業を進めて教えたと、それで終わりではない。やはり、答

弁の中でもお答えしましたように、果たして子どもたちがどのような力をつけたのかとい

うあたり、そこをきちんと検証していかないことには、ということで話をしております。

先日、和歌山県学習到達度調査というのもありました。そんな結果も参考にしながら、

十分身についていないところ等々を検証して、それから不足しているところについては重

点的に取り組む等の指示というんですか、それは校長にもお話をしているところでござい

ます。

とにかく、子どもたちがいかな、どんな力ついたのか、そして例えば学校行事等もあり

ますけれども子どもたちの状況、それをしっかりと見ながら次の取組っていうんですか、

それへつなげていってほしいということで話をしているところでございます。

続きまして、エアコンのほうにつきましては課長のほうから答弁をさせていただきます。

マスクについてでございますけれども、マスクは、これも先ほど申し上げましたように

登下校、これについては屋外でもあるし、ということで外してもいいということで学校の

ほうでは指導しているかと思います。私も登下校に子ども、小学生、中学生もそうですけ

れども出会うことがあるんですけれども、今、冬になって寒いというのはあるか分からな

いですけれども、ほとんどみんなマスクをつけて登校しているという実態はあると思いま

す。ただし、学校においてはやっぱり屋外、特に密にならない場所では必要ないんだよっ

ていう話はしておるところですけれども、その辺の判断は子どもにある程度委ねている、

外せという指導にはならない、だからやっぱりつけなくてもいいよ、っていう指導の中で

子どもたちの判断ということに今なっているという実態があるかと思います。

以上です。

○議長（谷重幸君） 教育課長。

○教育課長（太田康之君） ２つ目のエアコンについてお答えします。

まず、デマンドの管理料ということで、これは瞬間的な電気料ということで、それがデ

マンド、今、設定しているやつより超えたらどうなるのかという電気料に関しては、今の

ところちょっと資料等ないので分からない状況ではありますが、ただ、瞬間電気料という

のは一斉にエアコンをかけたらその分ぼんと上がると、だからある程度の教室を順番につ

けてくださいというような指導はしております。ただ、それを一斉にかけてデマンドを超

えてしまうと、当然、電気料は基本料金、それ上がってしまいますので基本料かなりいっ

てくると思います。その辺は、こちらからも指示はしていくつもりでおります。

それと、電気料が上がった場合、ほかの予算はカットされないようにというような話で
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あったかと思います。それについては、当然電気料分は別として学校からの予算要望に関

して応えていきたいと思っております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。

○９番（繁田拓治君） そしたら、４番目の行事の見通しですけれども、これも大変ご苦

労されると思うんです。特に、授業参観なんかは親御さんもやってほしいという希望が強

いと思われますので、非常にまた学校のほうでもまた密にならないような工夫もするとか、

それから学年別に分けてやるとかいろいろとそういうことをされると思われますけれども、

ひとつまたよろしくお願いします。

それから、次の部活動の件でありますけれども、この部活動については、中学校では大

変、働き方改革という面においても非常に今のところほかの他府県も含めてですけれども、

この１学期のデータを取ったのがありますけれども、教員の９，０８０人から回答を得た

と。それで、１学期の１日当たりの残業時間を聞いたと。これが大体残業時間を平均して

３時間８分であったということが載っておりましたし、それで１か月に換算すると６２時

間４０分で、これは全国のなんですけれども、国が定めたガイドライン、月４５時間です

んで１７時間以上もオーバーしておると。その上、今、家に持ち帰って仕事をする人の割

合は６割ぐらいあるというふうなデータもありますし。それに加えて、この部活動をどう

するかということでありますけれども、今、文部科学省で出ておるのは、働き方改革の一

環で部活動は学校からちょっと切り離して地域で担うという大きな改革案が出て、それを

行うようにはしておるというんですよ。そして、一気にそれは昔、社会体育というのがあ

ってやったんですけれども、うまくいきませんでしたけれども、それが一気には進みませ

んで、まず、土、日を外部指導者に担ってもらうようにしようじゃないかという、そうい

う制度改革を行う予定であるというんです。この背景にあるのは、もちろん教職員の多忙

さやとか月１００時間を超えるような勤務実態があるわけですけれども、それを補うため

にまず部活動が一番負担になっておるんで、地域で担おうという方法らしいんですけれど

も。これについては、平日はもう残業手当ありませんからゼロ円ですし、土、日にしても

ほん数千円で担っている、非常にまずい状態であると。こういうことでこの国の方針が実

現すると、もし美浜町では土、日を外部指導者でということになってくるとどうなるのか

と考えますと、私はこう難しいところもあるんじゃないかと思うんですが、そこら辺は教

育委員会としてどのように評価をされておりますか。その点お願いします。

○議長（谷重幸君） 教育長。

○教育長（塩﨑善彦君） ただいまの部活動の件につきましてでございますが、その議員

おっしゃいますように、学校の働き方改革を踏まえた部活動改革についてということで、

これが今年の９月１日に文部科学省から示されております。それを読んでみますと、その

中に書かれておりますのは、休日に教科指導を行わないのと同様に休日に教師が部活動の

指導に携わる必要がない環境を構築するとそういうふうに書かれております。ですから、
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休日の部活動をということになるんですけれども、今後これもまだ９月に出たばかりです

ので、これにどう対応していくかというのは具体的にはまだ、申し訳ないんですけれども

行動を起こしてないところです。ただ、これ、私自身思いますのは、これが果たしてすん

なりいくのかどうか。というのは、子どもにとったら部活動というのは年間を通して、一

定の流れの中でするものやと思うんですけれども、そうしたら月曜日から金曜日と土曜日、

日曜日というふうに切り離してこれ当然考えて行動するというのは難しいと思うんです。

そうなりますと、当然土、日にまた教師が指導に当たる状況が出てくるというのは、これ

は明らかやというふうに思います。そんな中で、真の働き方改革に結びつくのかというあ

たりがちょっと疑念を感じております。

それと、これはちょっと話がずれますけれども、いわゆるオリンピックは来年度に延び

ましたけれども、競技スポーツというんですか、その底辺、その基礎づくりというのはや

っぱり中学校の部活が担うところが大きいと思うんです。こういうふうな形で中学校の部

活が移行してきたときに、それ以上に中学校の教師じゃなくて専門的な指導を受けられる

から競技力が伸びるということもあるかも分からないですけれども、しかし、その基礎的

な部分、できるだけ底辺を広げるという意味でいうたら果たしてどうなのかなと、そうい

うような疑問もいろんなところで私自身はこれは疑問を持っているところです。ですから、

もし、やむを得ず導入しなければならない事態になるまで、積極的にこれを進めるつもり

は今のところ、今のところです、持っておりません。とはいっても、そういう地盤づくり

というんですか、組織的な、どれだけ協力をいただけるかであるとか、そういうふうなと

ころについては調査していかなければならないというふうに考えているところです。

以上でございます。

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。

○９番（繁田拓治君） これは、この部活動については、教師にとっては土、日休みにな

るさかいいと、やれやれという、喜んでいる方もおられますけれども、子どもにとっては、

皆、ずっといくんですからね。平日は学校の教師、土、日は外部指導が、もししたとした

ら外部指導者に教わるわけです。外部指導者というのは、そういう代理をしてくれる人と

いうのは、その道に通じた人が多いと思われますんで、そういう人を勧誘するというのか

お願いする形になろうかと思いますんで、余計、加熱してしまうというんか、スポーツと

いうのは、特に部活動でスポーツっていうのは勝って何ぼの世界みたいなところあります

し、勝たないと評価をしてくれませんし、町長のとこへもいろいろと県大会とか近畿大会、

全国大会とかいろいろ報告に来られたりしますけれども、やっぱり勝たんといかんという

んで、そこら辺の無理もかかってこようかと思います。それで、子どもによっては非常に

それを期待されている子ども、それと家庭、親もありますけれども、そうでないような子

どももたくさんおると思いますんで、そこら辺も理解をされてひとつまた取り組んでいた

だきたいし、また実際この土、日、平日を土、日だけやってくれる人を探すというのは、

これはもう非常に大変なことやと思いますんで、そこら辺もまた大きな課題であろうと思
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いますのでよろしくお願いします。

それでは、いろいろ何項目にもなりますので、２回しか質問できませんので、再質問で

きませんので分けていきたいと思います。

その次の項目に入ります。

今後の学校教育について。

以前からまちの教育研究会、美教研というのが、会があるんですが、この研究会につい

て伺います。

１つ目、小・中学校の連携教育について。

２つ目、ＩＣＴ教育について。

３番目、教職員の残業手当のない現状をどのように捉えておりますか。

以上、よろしくお願いします。

○議長（谷重幸君） 教育長。

○教育長（塩﨑善彦君） 繁田議員の２点目、今後の学校教育についての１つ目、小・中

学校の連携教育についてのご質問にお答えします。

小・中連携教育につきましては、平成２３年度から取組が始められ、本年度で１０年目

を迎えております。この間、「小・中学校が互いに情報交換、交流することを通じ、小学

校教育から中学校教育への円滑な接続を目指す」「９年間を見通した中で確かな学力の定

着と生徒指導の充実を図る」「子ども理解、教職員の相互理解を促進するとともに、資質

と指導力の向上を図る」の３点を主な目的に、取組を続けてまいりました。各学校２名の

代表者を小中連携推進委員とし、学期に１ないし２回程度、小中連携推進委員会を開催し、

改善点や今後の方向などを検討しております。

具体的な取組といたしましては、教員が随時他校の授業を参観する相互授業参観、町内

の小・中学校の教職員全員が参加する学力向上推進校研究発表会の開催、中学校教員が小

学校に出向いて高学年児童に授業を行う交流出前授業、松林清掃などがございます。また、

その時々の課題に応じて生活の決まりや生徒指導システムについての検討、読解力向上、

外国語指導系統表の作成、家庭学習の啓発などにも取り組んでまいりました。

この小・中連携教育は、美浜町の特色ある教育の取組として、今後も継続、発展させて

いきたいと考えてございます。

２つ目のＩＣＴ教育についてのご質問にお答えいたします。

小・中学校におけるＩＣＴ教育は、ＧＩＧＡスクール構想による１人１台端末の実現と

いう大きな転換期を迎えております。美浜町においても、今年度中には１人１台の学習者

用端末の使用を開始できる見込みとなっています。また、８月には各校の高速ネットワー

ク環境整備工事を実施しております。今後は、この端末を授業をはじめとする教育活動に

おいて、いかに有効に活用していくかということが各学校に求められることになります。

しかしながら、１人１台の端末があるという状況は子どもたちにとっても教員にとっても

初めて経験することであります。教員の中には端末を活用しての指導に不安を感じている
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者もいると考えられます。

そこで、まずは子どもたちと教員の両方が端末の扱いや操作に慣れることが必要である

と考え、操作等が分かりやすく使いやすい個別学習ドリルソフトと授業支援ソフトを導入

することにいたしました。これらのソフトは、再度長期にわたる臨時休業が必要になった

場合等のオンライン学習にも活用できるものでございます。また、去る１２月３日には小

中連携推進委員会を拡大した形で１３名の教員が集まり、１人１台の学習者用端末円滑導

入に向けての研修を実施いたしました。端末導入後も適宜教員が研修する機会を設けると

ともに、小中連携推進委員会等で有効な活用方法などについて情報交換をしながら、徐々

に活用の幅を広げていきたいと考えてございます。

なお、学習者用端末は長期にわたる臨時休業が必要となる等の緊急の場合を除き、当面

は学校内での使用を想定しております。家庭学習での活用に関しては、子どもたちが端末

の扱いや操作に十分慣れてから検討してまいりたいと考えているところでございます。

３つ目のご質問である教職員の残業手当のない現状をどのように捉えていますかについ

てですが、繁田議員ご承知のとおり、公立学校教職員の給与については公立の義務教育諸

学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法、いわゆる給特法第３条の定めるところに

より、給料月額の４％に相当する額を基準として教職調整額が支給されています。また、

同条では時間外勤務手当及び休日出勤手当は支給しないと規定しています。このことを法

的根拠として、残業手当が支給されていません。この４％という数字は、月８時間の超過

勤務に見合う額ということです。しかし、実態は大きくかけ離れていることは言うまでも

ありません。

以上で、答弁とさせていただきます。

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。

○９番（繁田拓治君） 今の最初の連携教育ですけれども、この中に中学校教員が小学校

に出向いて授業を行う交流出前授業とか特色ある教育の取組として今後も継続、発展させ

ていくということでありますが、ここで一つ提案をさせていただきたいんですけれども、

教師に小学校へ出向いて教えるというのもありますけれども、これ中学生に、生徒に小学

生を対象として教員体験学習というのを取り入れてみてはどうかと。これは、中学生とい

ってもいろいろ平日は忙しいんで、夏季休業中であるとかそういう長期休業中に公民館講

座のような形式で行ってみてはどうか。教員体験学習といった形式ばったようなものでは

なくて、休み中の宿題の分からないところを教えるといったり、分かってる子がお互いに

教え合うとか、そういう教える体験をするのをさせてみたらどうかと。これについては、

近年教員の希望者が少なくなり、採用試験でも受験者の減少が問題になったり、教職員の

勤務の労働時間の困難さとか、そういったものも踏まえて少なくなっておりますけれども、

子どもたちに、小学生に教える経験をさせて、教えることの大切さであるとか難しさであ

るとか、または面白さであるとかそういったものを体験させてみてはどうかと。そういう

ことからも、また教師になろうかという生徒、高校へ行ってまたなろうかと進学するとき
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にそういう学校へ行こうかということにもなってくるんじゃないかと思われます。働き方

改革で教職員の激務が問題になっておりますけれども、いろんな補助制度を活用していろ

いろ雇用しようとしても希望者を探すのに難儀をする、一苦労する現状でもありますんで、

そういったことも踏まえ、こういうのはいかがですか。

それと、２つ目のＩＣＴ教育でありますけれども、インフォメーション、コミュニケー

ション、テクノロジーといったようなもんらしいですが、ＩＴを用いた様々なコミュニケ

ーションの方法を使ってあらゆる学びを充実させようというものだそうですけれども、そ

こで町では１人１台のタブレットを購入いたしました。今も説明ありましたけれども、こ

れはタブレットについては休校になったときとか、家にパソコンのない場合の貸出しとい

うのについてもいつ頃からまたやる計画があるんですか。もしあれば。

それと、ネットでつながっていない家庭、パソコンのない家庭、これは何件くらいあり

ますか。そして、このない家庭の子どもに対して休校になった場合、インフルエンザで臨

休になるとかコロナがひどなってくるとかそういった場合ですけれども、これは、そうい

う休みの場合は持ってある子はうまくいくと思うんですが、ない家庭の子についてはどう

するのか。これは人数にもよりますけれども、そういう地区館や公民館等を使って、そこ

へ設備も必要ですけれども、松原にもありますし和田にも公民館、入山にもありますし三

尾にもありますけれども、そこで人数にもよるけれども、そこでできるようにというのも

できませんかね。そこら辺もどうですか。

ほいて、１人１台のタブレットの使用について、ちょっと今説明あったと思うんですが

聞き取れなかったんですが、いつから１人１台の使用をしていきますか。

それから、この回答書にもありますけれども、個別ドリルソフトとか授業支援ソフトを

導入したとありますけれども、これについては今まで学級でプリントを作って、教師がこ

しらえてそれを配って、やらして、それを回収して採点をするという方法を取っておった

んですけれども、これももうタブレットがあれば、採点もこういったもうソフトがあれば

採点もできるし、手間ももう省けるし、教師の負担軽減にもつながるんで大変いいことじ

ゃないかと思います。

それと、教師にとっても子どもたちにとってもこういうのは初めての経験になると思い

ますので、子どもたちの対応は早いと思うんですけれども、教師の対応というのは進んで

おりますか。今も研修をやったというんですが、かなり難しくなってこようかと思います。

教員の採用試験でもそういったものも今まで入っておりませんでしたし、年がいったもん

ほど難しい率が高いんじゃないかと思われます。

それと、各校のホームページできたらしいですが、この状況、活用方法とか利点とかそ

ういったものについて分かる範囲でお願いします。

それから、この３つ目の残業についてですけれども、これについてですが、議員の中で

も、先日、公立学校教員に１年単位の変形労働時間制を導入するかせんかということでい

ろいろと議論を重ねてきました。これについてのことについて、何でこういうことになっ
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てくるんかというと、労働時間の、学校の教師の多忙さとか残業手当のなさとか、そうい

うのが影響してきてると思うんですけれども、各校の勤務実態というのは把握されており

ますか、最近。月１００時間超えてする者もおるというのをちょっと聞いておるんですけ

れども、そこら辺。

それから、今言った変形労働時間制の導入、県ではどのようになっているか。それで、

こういったことを踏まえ教育長としてどのような考えで取り組んでいかれるか。

それと、この残業が多いという、手当がないという全国的にも過労死ラインに至る原因

の一つに中学校・高校の部活動があるんですが、これを解決するために先ほどのいろんな

クラブの外部指導者とかいうのが国のほうで考えているらしいんですが、ほいて、変形労

働時間制を取り上げようとしたんやけれども、これは難しいだろうと思われます。そこら

辺についてもひとつよろしくお願いします。

○議長（谷重幸君） 教育長。

○教育長（塩﨑善彦君） ただいまの繁田議員のご質問にお答えします。

まず、連携教育に関連してですけれども、中学生が小学生に対して指導できる、そうい

う機会を設けてはどうかというそういう提案、提言であったかと思うんです。このことに

つきましては、そういう形というのはちょっと想定しておらないことでございました。と

いうことで、具体的にそれが実現できるものかどうかというのもこれから慎重に検討して

いかなければならないと思うんですけれども、一つの貴重なご提言ということで受け止め

させていただきます。

続きまして、ＩＣＴ教育につきましてです。

まず、ちょっと順番前後するか分からないんですけれども、端末はいつからということ

があったかと思います。これについては、年度内、やっぱりどうしても全国一斉でござい

ますのでなかなか業者のほうが追いつかないという状況もございます。１月に入りますと

おいおい入ってくるかという情報もあるんですけれども、年度内には完全にそろえて使用

できる状態にして、令和３年からは確実に利用していく状況が出来上がるものというふう

に今のところ把握しております。

関連して、パソコンのない家庭ということでございます。これは、このＧＩＧＡスクー

ル構想を実現するに当たりましてアンケートを取った時点ということで、ちょっと６月９

日調査ということになるんですけれども、その時点では町内小・中学生合わせまして２７

人の子どもたちが、実際家にＷｉ－Ｆｉ環境がない、いわゆる通信環境ですね、それがな

いというふうに結果を得ております。パソコンにつきましては、当然子ども専用にパソコ

ンを持っているというふうに回答した子どももいてるんですけれども、その家庭に全くな

いんだという家庭につきましては全部で７６人、調査人数が４１３人なんですけれども、

大体１８％の家庭にパソコンがないというふうな状況にあるということです。

それで、例えば長期の休業になった場合には１人１台の端末を家に持って帰るというこ

とは可能になろうかと思うんですけれども、そこで問題になるのは、家庭にパソコンがあ
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るのかどうかということよりも、通信環境いわゆるＷｉ－Ｆｉ環境があるのかという、そ

こが大きな課題になるというふうに考えております。そこで、当面ですけれども、なかな

かない家庭に行政として構築するというそういうわけには、いわゆる平等性というんです

か、そういうことからも考えて難しいかなというふうに考えております。臨時休業にする

一つの目的は感染を防ぐ、いわゆる密にならない環境をつくるという、それがインフルエ

ンザにおいても同じかと思うんですけれども、そういうことで言いますと学校、臨時休業

になった間についてはもう子どもたちは登校しておりませんので、その中へその環境のな

い子どもが登校してもらっても密になる、感染を防ぐということから考えますとこれは十

分可能でないかというふうに考えます。ということで、ちょっと長々となりましたけれど

も、家庭に通信環境のない子どもにつきましては、場合によっては学校に出てきてもらっ

て、そして学校で活用すると、そういう形を今のところ考えてございます。

それから、教師の対応、これも心配されるところですけれども、現在において学校のほ

うでも先生方も積極的に活用しなければならないという、そういう土壌というのもできて

きております。授業の中で活用する、そういう場面も、私もたまに学校のほう、授業を参

観させていただくんですけれども、そういう授業というのも見させてもらっているという

状況です。そういうことでいうたら、パソコン活用に向けての職員の意識というんですか、

それは醸成されているものというふうに考えてございます。

それと、ホームページ、これにつきましても、やっぱりホームページというのは一つの

学校の情報公開の一つの大きな手段であるということで、今まではそういう正式なものと

いうのは立ち上げてなかったわけでございますけれども、これも１１月から運用を開始し

ているところです。３校とも同一のソフトを導入しまして、できるだけ更新しやすい、そ

ういうふうなものをということでソフトを入れまして、そして運営を開始したところです。

それによって、いろんな学校からの通信でありますとか見てもらうことができますし、ま

た、学習用のドリルというんですか、そういう子どもたちが興味を持ったときに見られる

ような学習サイトというんですか、そこへつながるように、そういうふうな構築もしてい

るところです。これからも積極的に活用し、またＰＲ活動にも努めてまいりたいというふ

うに思います。

それと、残業に関してでございますけれども、変形労働時間制度、これについては県の

ほうもそれを、条例を制定して実施に向けていく段階ではないということで条例の策定は

見送っております。ということで、当面この変形労働時間については導入することはない

ということだと思います。そして、その教員の超過勤務時間の多いことについてどういう

考えかということなんですけれども、これ、本当に一つ大きな課題だというふうに考えま

す。今まではある意味、私自身もそうだったか分からないですけれども、教員の献身的な

というんですか、そういう意識の中で学校教育が成り立っていたという一面もなきにしも

あらずだと思います。しかし、健康面等々を考えたときにそれではいけない、それが今の

流れかと思うんですけれども、そういう中で、先日も校長会でちょっとお話しさせてもら
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ったんですけれども、今このコロナ禍でいろんな行事が止まったりしております。そして、

今いいチャンスではないか。どういうことかといいますと、今まで子どものためにという

ふうに取り組んできたことが果たして本当に必要なものなのか、学校の取組というのは一

つこれいいなあと思ったらそれを実施する。しかし、取り組んできたものはこれもうやめ

るということはしない、それでどんどんどんどん積み上がってきているというのが実態や

と思うんですけれども、しっかり今検証して、捨てる、やめるという話をしたんですけれ

ども、捨てるという言い方はちょっと語弊があるか分からないんですけれども、やっぱり

その辺のところをきちんと検証して、今本当に必要でないものであれば、それをやっぱり

やめていかないとこの多忙という、そういうのはなくならない、ここで一旦、思いっ切り

大胆に整理をしてほしいと、そういうふうな話をしているところです。そんな中で、少し

でも軽減というんですか、短縮していければというふうに考えているところです。

そして、最後になりますけれども、これには本当に教員の大きな意識改革も必要になっ

てくるかと思います。

以上です。ちょっと漏れたところありましたらまたご指摘ください。

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。

○９番（繁田拓治君） ありがとうございます。

中学生の教員体験ていうんか指導をする面白さを学ぶというんか、そういうことであり

ますが、先日こういう教育新聞にこういうのが載っておったんですが、山形県であるとか

秋田県であるとかそういったもんで、これは高校生の体験ですけれども、教員が少なくな

ってきたんで大変だから希望者が激減しておると、そういう中で、ここで中学生、小学生

を対象にしたキャリア教育の一環としてそういう指導する機会を設けて指導しに回ってお

ると。そういう指導する側は、そういう面白さとか大切さとかそういうのを理解をして採

用試験を受ける、そういう大学に進学をするという者が多くなってきたと、こういうのが

載っておりましたので、高校生は何ですけれども、中学生今そういうことできないもんか

なと、公民館活動であるとかそういったものを使いもてできないものかなということで質

問させてもらいました。

ほいて、次のＩＣＴ教育でありますが、これについては新しい技術が台頭したり新しい

常識が浸透したりするときには、誰もが不安になるのが世の常であろうと思われます。と

はいえ、我々大人の世界では既にもう日常生活や仕事でこのパソコンを使うのが当たり前

のことでありますし、ＩＴ、今情報技術が深く入り込んでおると思われます。にもかかわ

らず、教育現場で現在のこのテクノロジーそういったものを用いないのはかえって不自然

であるというように思います。教育現場でもＩＣＴを積極的に使うことを考えていくべき

であると思われます。

ほいて、多様な人材の育成が必要になってきておりますので、ＧＩＧＡスクールという

国の方針で１人１台の端末整備が進みましたし、来年度は小・中学校の教科書の約９５％

でデジタル教科書が発行済みであると、こういわれております。
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ほいて、政府のデジタル庁の創設によって、教育のデジタル化に向けた規制緩和という

んですか、それがこれからますます進んでくるんじゃないか、そういうＩＣＴ教育の進度

の違いによって、今後、学力格差が生まれてくることは否定できなくなりつつあると言わ

れております。

学校は自分の将来の可能性を広げるための場所でありますから、伝統的な、今言われた

方法を守り続けることが必ずしもよいとは限りませんし、デジタルとアナログをバランス

よく使い、子どもが自分に必要な手段を適切に選択できるようにして社会に送り出してあ

げるのが教育の役割の一つなのではないかと思われます。

このようなことを踏まえ、このＩＣＴ教育の推進について、いま一度教育長の見解があ

りましたらよろしくお願いします。

○議長（谷重幸君） 教育長。

○教育長（塩﨑善彦君） 議員のご質問にお答えいたしたいと思います。

たしかに、ＩＣＴ教育、いわゆる学校現場においてもデジタル化というんですか、これ

は急務でございます。そして現状でいいますと、例えば教員の事務的なこと、これは例え

ば出勤の管理あるいは指導要録の作成等々につきましてはデジタル化されております。そ

ういうことで、どんどん導入しております、という実態もあるということをまずお知りお

きいただきたい。それから、授業につきましても先ほども申し上げましたように、積極的

に使うという状況になってきつつあります。その中で、子どもの指導についてもデジタル

教科書導入、これも予算化しまして導入する予定にはしております。ただ、これは先日も

新聞でも、報道でもちょっと目にしたんですけれども、諸外国でもこのデジタル化を進め

たところ、これが一旦後戻りというんですか、本当に子どもの学力なり知的好奇心、それ

を育成することに本当につながっているのかどうかっていうのをもう一度戻って検証せな

あかんという、そういうふうな国も出てきているということです。ですから、議員おっし

ゃられますようにバランスのあるっていう、そういうお言葉がありましたけれども、前の

めりにデジタル化、何でもかんでもデジタル化ではなくって、やっぱりバランスのある、

本当に子どもたちにとってどうなのかっていうことを考えながら今後導入していきたいと

いうんですか、進めていきたいっていうふうに私は考えているところです。

以上です。

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。

○９番（繁田拓治君） 最後の施設の管理状況について伺います。

和田にある旧武道場について。

もう一つは、吉原公園内にあるテニス場等の整備について伺います。

よろしくお願いします。

○議長（谷重幸君） 町長。

○町長（籔内美和子君） 繁田議員の３項目、施設の管理状況についての１つ目、和田の

武道場についてお答えいたします。
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和田地区にある柔剣道場につきましては、町民の使用に供し、町民の体位向上と健全な

心身の育成を図るとともに、相互の親睦を深めることを目的として昭和５１年３月に建築

されましたが、耐震基準を満たしておらず施設の老朽化が著しい状況であり、主にイベン

ト等の資材置場として使用しているところでございます。そのため、平成２９年３月に策

定しました美浜町公共施設等総合管理計画におきまして、当該施設は解体撤去を検討する

必要があるとされており、また、現在策定中であります美浜町個別施設計画におきまして

も施設の除却・解体を行う施設と位置づけ、早期に除却・解体を行う予定となってござい

ます。

２つ目の吉原公園のテニス場の整備についてお答えいたします。

テニスコートの現状は、陥没がひどくなり、コート面は波を打ち、雨が降ると大きな水

たまりもでき、利用者にご迷惑をおかけしている状況であると聞いてございます。このよ

うな状況を改善するには大規模な地盤改良が必要であり、その費用は多額になるとも聞い

てございます。大規模改修は、財政上の都合もあり難しい状況でありますが、その都度、

必要な箇所の修繕などを実施していき、施設維持に取り組んでまいります。

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。

○９番（繁田拓治君） この１つ目の武道場についてですけれども、これは近所にお住ま

いの方がシロアリの駆除を家で行ったそうです。しかし、その業者が言うのに近所の武道

場が発生源になっておると、今使用しておりませんけれども、そこが発生源になっておる

し、近くにシロアリの発生しているところがあると、駆除してもまたやられるでというよ

うなことを言っておったそうです。それで何とかしてほしいと。それで、除去、解体を行

う予定であるということですけれども、この安心・安全なまちづくりといった面からして

も有利な補助金を使ってでも早急にひとつ撤去すべきであると考えます。

そして、２つ目のテニス場の整備については、龍神、森本議員から質問がありましたの

でいろいろ重複しますので言うことがありませんし、くどくは言いませんけれども、これ

についても財政面から見ても医療費がかさまない取組の一つとして健康寿命を延ばしても

らう取組をまちでは行っております。そういった面からして、楽しく使ってもらうために

も、また使用料を取る以上はきちっと整備しておくべきと考えます。もう答弁は重複しま

すので結構です。

一つ一つの点、ひとつよろしくお願いしたいと思います。

もう時間もありませんので以上で終わります。ありがとうございました。

○議長（谷重幸君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

午前十一時三〇分散会

再開は、明日１８日午前９時です。

お疲れさまでした。


